
鈴鹿亀山地区広域連合
介護保険課 認定グループ

資料３

令和3年度 居宅介護支援事業所等集団指導

認定申請等に関する注意事項とお願い



要支援・要介護認定者数 令和2年12月
事業月報より
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要支援・要介護認定者数 推移
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要支援認定者が増えている



介護認定申請件数

新規 更新 変更（介護） 変更（支援） 合計

平成28年 2,523 6,514 806 509 10,352

平成29年 2,475 6,186 825 547 10,033

平成30年 2,478 5,008 779 576 8,841

令和元年 2,428 5,940 696 580 9,644

令和2年 2,418 5,645 772 646 9,481
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要介護・要支援認定申請書について（表面）
5

事業所印不要



要介護・要支援認定申請書について（裏面）

申請書
裏面下段
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６５歳（特定疾病に該当する者の４０歳）
到達時の要介護・要支援新規申請時期について

「３か月前以内に申請を受理することを運用上の対応として可能としている。」
との記載を受け，誕生日の９０日前から申請を受け付けています。

※申請の案内は65歳到達前々月の月末に発送します

平成２７年２月１８日厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課障害福祉課 事務連絡

前々月の
月末

９０日前

６５歳
（４０歳）
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新型コロナウイルス感染症に係る
要介護認定の臨時的な取扱について

厚生労働省老健局老人保健課

感染拡大防止を図る観点から面会や医療機関への受診が困難な場合，

更新申請について従来の認定有効期間に，１２か月までの範囲で市町
村が定める期間を合算することができる。

在宅 施設

２年度 126 37

３年度（４～６月） 272 52

在宅に居住 ６か月合算

施設等に入所 １２か月合算 としています

月平均

（実績）

当連合では
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申請時の主治医との連携について１

 受診歴がない。または，前回受診からずいぶん経つ！

 １回での受診では状態が把握できない！（整形外科に多い）

意見書が書けない！

 なぜ区分変更を申請する必要があるのか？

 意見書を書いたばかりで前回との変化もない。

 一時的な状態悪化で，近々（認定調査時には）回復する見込み。

変更申請をすることが伝わっていない

申請前に，主治医との情報連携をお願いします

との相談が寄せられています
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申請時の主治医との連携について２

特定疾病への理解を！

 特定疾病のどの項目を満たしているか説明できますか？

→参考：特定疾病にかかる診断基準（PDF） など

 特定疾病について，主治医として診ている，または情報をお持ち
の医師ですか？

特定疾病の確認が出来ずに，意見書が書けない

診断の為に再度受診する必要がある

→認定の遅れ，CMへの不信感

迅速・正確な認定のため，主治医との
連携・相談に御協力をお願いします。
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主治医変更のＦＡＸ連絡について

（参考） 主治医の変更連絡について

鈴鹿亀山地区広域連合 介護保険課 認定G 宛て

事業所名 担当者氏名
日時 令和〇〇年〇〇月〇〇日（←FAX送信日）
被保険者番号 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
変更理由 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 のため
変更内容 〇〇〇〇病院 〇〇〇〇医師 から

△△△△病院 △△△△医師 に変更

精度向上と間違い防止のために御協力をお願いします

介護保険課 認定グループ 電話 059－369－3203
FAX 059—369－3202
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支援２と介護１の違いについて14

 



認定期間の延長について（令和3年4月～）

認定期間の上限を４８か月とする

【条件】

直前の要介護度が「要介護５・３６か月」と認定された者
が，更新申請の二次判定で再度，要介護５と判定された方
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被保証の取り置きと委任状の提出について

取り置きに係る現状

委任状の提出

対象者の条件

確認後はすぐに本人へ渡してください

16 情報提供申請様式の変更について

複数名分を書ける様式の廃止



17 ↑作成日
（委任した日）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

鈴鹿市神戸１丁目××-××

鈴亀 太郎 （代筆 鈴亀花子 子の妻）

亀山市本丸町××-×
○○ケアプランセンター
介保 険一

←当日記載

本人が書けない場合，代筆を
可とします。
押印は不要ですが，
十分な説明をお願いします。
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認定有効期間開始日の取扱いについて

区分変更申請の結果，要介護から要支援に変更された場合は，

この申請の認定有効期間の始まりを認定日からとする

① 既に利用した介護サービスの利用料負担を軽減するため

② 申請日に遡ると，その期間，予防支援事業所の関わりがない
恐れがあるため（CM不在・予防ケアプランなし）

理由

従来の認定期間を過ぎて，要支援の認定が出た場合，

認定日までの空白期間は，保険適用外となる

注 意
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